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第一章縮論
論文内容要旨
罪生動物である鳥
乳動物とは跳較に
持つ。また、胚発生
に蓄積し、罪胞窃
 すなわち、鳥類である鶏
一
鶏の邸胞は6-12瓢
 鱗、重量10-20gの掛邸直前の
一
鶏邸胞において、騨
過して、罪黄に蓄積
 質が取》込まれ、罪責へと蓄積さ航る。
鶏の罪形成の代謝特
解析や、環胞膜の構
かし、急速な発達
機構、騨胞発達に重
テ鶏一ルの細胞への
質の郵胞への敢》込
るものの.機能性物質
 はほとんど見られない。
本硬究では、郵胞の
 究として、未だ明らかになって
 すなわち、
 ①エネルギー基質の供給・利爾機構
 ②コレステ鶏一ルの僕結・合成・調籔機構
 ③邸黄前駆物質の散り込み機構
を分子生物学麟手法を駆使して覇らかにすることを試みた。
襲
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鱗
灘
懲饗
耀華
第二章鶏騨賂発達に伴う郵胞と邸
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本章では、卵胞の発達
知見を確認することを
胞の重量と直径は擁邸に近づくに伴い、い
また、邸胞膜の重量
加した。一方、邸胞膜
の増加は認められな
速に増加し、その後
 2-2)。
以上のように、罪胞
大きく発達し、罪胞膜
 成長が行われて
 第三章鶏罪胞発達にお瞠
聴乳動物に髭べ邸胞
 ネ拶ギーの僕給・利罵機構を織定することを試みた。
鶏邸胞の発達に伴う
の遺伝子発現より推
の、グルコースを取
た。一方、硫観2、3
なかった(Flg・3一唯
見られるが、その差
する因子であるP鰍に
はSWFとSYFよりはF5
 3-2)。
さらに、哺乳動物卵胞
能性を鶏騨胞について
卵胞の急速な発達段
ルギー供給が行われている特性を持つ霧能性が示
これらの結果から、
GLUT重遺伝子発現の亢
構の解析を進めた。
コースである2-Deoxy
ほぼ髭例して増加する
 一305一
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驚における、GL群ノ
急速に発達が進む
疫組織染蝕では、
 されたく続9.3→3)。
すなわち、鶏邸胞
エネルギー基質の
 調節されていると推察された。
 第国章鶏邸胞発達におけ
コレステ費一ルは
は必須な勃質であ
ンの産生部位であ
そこで、鶏邸胞膜におけるコレステ麺一ルの供
外鐘性の凝レステ
うため、雛ラベル
べた綜果、SYFでは
達時潮であるF3の
 〈病9鴻一園)。
一方、コレステq一
速に発達する時潮
発達する時期におい
 察することができた。
次に、邸胞の急速
点から解析した。
は、S轡FからF3ま
ルの変動も、瓢訓A
転写活性を舗御する
SYFからF1までに徐
 ほとんど確認されないのに薄し、欝千2で
すなわち、急速な邸
込みよ》も邸胞の総
を舗御している直接
 示唆された。
掘
縦
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糊鱒
第五軍鶏邸黄への罪責前駆物
 一難L敢》込み機構について一
本章では、罪胞の中
の取り込み機構を、
 散り込み制御面子を藏定することを試みた。
血中縫Oしが罪責へ蓄
投与して、2時間後に
謝が盛んであると考え
発達初鶏段階であるSYF
さらに、発達が著し
黄部分への恥しの移行
そこで、賄筑動物でエ
嗣定されているCめ臨
 Cub灘を属足することを試みた。
確定した鶏C顧llηの
do識麟を持ち、また
らに、鶏。め臨は蒲乳
 ない機能を持っている可能性も示唆された(F徳5-2〉。
産邸鶏におけるcub
で多く発現し、また、
階における発現変動
かった。この発現変動
5-4)。次に、作製し
、した。その結果、C
細胞質、細胞膜の講面
のproxim趨ltゆule(近
 5-6)。
次に、鶏Cαb撫がHg
流降法としゅ麟b賊法
5-7)。このことから、
 唆された。
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本硯究では、鶏邸胞
急速な罪胞発達を
給・合成・調節機構
 果を得た。
爆.鶏邸胞の急速な
ることに鶏郵胞の
 とから、主にG螂鷺によるグル識一
2.郵胞発達に必須
 体で合成されてお》、この調簾機
3.鶏罪責への輿賛
 与していることを初めて明らかにした。
郵胞発達・邸形成は
罪胞内の栄養成分の
繭駆物質などのエネ
明示した。これらの
学的に萌らかにした
理と技術そして新た
畷らず、動物および
 の視点から解閉するための
灘
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論文審査結果要旨
卵生動物である鳥
とは比較にならな
形成の代謝特徴を
生殖学的解析を
エネルギーや物質
制御を栄養生化学
の供給・利用機構
 物学的手法を駆使して明らかにしたものである。
先ず,卵胞の重
 近づくに伴い,急速に増加するとの基礎情報を確認した。
第一に,鶏卵胞の
関連の遺伝子発現
変動しなかった
ら睡までに大き
織染色により示し
認められた。した
諏一スと脂質に依存
第二に,形質膜の
経路を解析し,急
が認められない
進することを確認
遺伝子発現と,そ
明示した・この
なコレステP一ル
 した。
第三に,卵胞発達
た。先ず,騒DL取
功した。産卵鶏
多いことを確かめ
 の猛DL取り込みにC賦bi璽短が機能する可能性を示唆した。
本研究は卵胞内の
ル・卵黄前駆物質
した。これらの成
なく,栄養生化学
 生産技術の開発に道を拓くものと期待される.
審査委員一同は,本
 一317一
薫
婆
